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余

罪

の

証

拠

｜
｜
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
証
拠
規
則

第
四
O
四
条
ω
項
制
定
経
緯
を
中
心
と
し
て
i
l

安

冨

潔

一
は
じ
め
に

二
連
邦
証
拠
規
則
第
四

O
四
条
ω
項
制
定
前
の
状
況

三
連
邦
証
拠
規
則
第
四

O
四
条
例
項
制
定
の
経
緯

四
検
討

は

じ

め

刑
事
訴
訟
に
お
い
て
、
検
察
官
は
、
訴
因
事
実
を
立
証
す
る
た
め
に
、
被
告
人
は
犯
罪
を
犯
す
よ
う
な
悪
性
格
の
持
ち
主
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
本
件
犯
罪
も
犯
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
証
明
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
は
、
英
米
法
で
い
わ
ゆ
る
「
悪
性
格
の
立

証
」
の
問
題
と
し
て
古
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
ル
l
ル
と
し
て
、
「
悪
性
格
の
立
証
」
は
排
除
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
被
告
人
側
の
立

証
に
先
立
っ
て
、
検
察
官
は
被
告
人
の
悪
性
格
を
示
す
証
拠
を
公
判
廷
に
提
出
で
き
な
い
と
い
う
ル
l
ル
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
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告
人
側
か
ら
被
告
人
の
善
性
格
を
立
証
す
る
の
は
さ
し
っ
か
え
な
い
し
、
被
告
人
側
で
こ
の
よ
う
な
善
性
格
の
立
証
が
な
さ
れ
た
ば
あ



ぃ
、
検
察
官
は
そ
の
善
性
格
の
主
張
を
反
対
尋
問
ま
た
は
新
た
な
立
証
で
悪
性
格
の
証
拠
を
提
出
し
て
反
駁
す
る
こ
と
は
許
さ
払
幻
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
的
ル
！
ル
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
認
め
ら
れ
て
き
た
の
か
、

ウ
ィ
グ
モ
ア
（
匂
o
g

国
・
当
日
m
g
s
o
）
は
、

第

414 

に
、
訴
因
事
実
と
の
関
連
性
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
陪
審
に
対
し
て
不
当
な
偏
見
を
与
え
事
実
認
定
を
誤
ら
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、

第
二
に
、
悪
性
格
の
証
拠
の
提
出
を
認
め
る
と
被
告
人
に
十
分
な
防
禦
の
機
会
を
与
え
ず
不
当
な
不
意
打
を
く
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
、

第
三
に
、
こ
の
よ
う
な
証
拠
の
提
出
が
認
め
ら
れ
る
と
審
理
の
争
点
を
混
乱
さ
せ
る
結
果
と
な
る
、
と
の
ベ
て

h
u。

こ
と
に
、
被
告
人
が
訴
因
事
実
以
外
に
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
と
い
う
証
拠
、
す
な
わ
ち
余
罪
の
証
拠
に
よ
っ
て
、
被
告
人
の
性
格
が

証
明
さ
れ
る
よ
う
な
ば
あ
い
に
は
、
被
告
人
は
余
罪
を
犯
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
訴
因
事
実
も
犯
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
の
陪
審
に

対
す
る
不
当
な
偏
見
を
与
え
る
危
険
性
は
も
っ
と
も
高
い
も
の
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
被
告
人
の
悪
性
格
の
立
証

<4
)

も
右
の
ル
l

ル
が
適
用
さ
れ
る
一
つ
の
ば
あ
い
と
し
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
証
拠
で
あ
っ
て
も
、
立
証
事
項
と
の
関
係
で
は
許
容
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
証
拠
は
、
実
質
的
に
関
連
性
を

有
す
る
か
ぎ
り
、
あ
る
目
的
の
た
め
に
は
許
容
さ
れ
な
く
て
も
、
他
の
目
的
の
た
め
に
は
許
容
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
。

<5
)

い
わ
ゆ
る
多
元
的
許
容
性
の
法
理
（
冨
己
ε
H
O
K
F仏宮
山
富
山Z
5
M
Lが
働
く
の
で
あ
る
。

』
の
よ
う
な
ル
I

ル
は
、
合
衆
国
に
お
い
て
、
連
邦
の
法
域
で
は

一
九
七
五
年
の
「
連
邦
証
拠
規
則
」
（E
S

巴
宮
虫
色
空
宇

ロ
g

）
で
立
法
化
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
そ
の
立
法
経
過
を
た
ど
り
、
余
罪
の
証
拠
の
問
題
に
つ
い
て
の
ア
メ

リ
カ
法
の
一
断
面
を
さ
ぐ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（l
）
最
近
の
わ
が
国
の
も
の
と
し
て
、
庭
山
英
雄
「
千
葉
大
チ
フ
ス
菌
事
件
と
悪
性
格
証
拠
」
井
上
正
治
博
士
還
暦
祝
賀
「
刑
事
法
学
の
諸
相
（
上
）
」
一
＝
二
頁
（
一

九
八
一
）
。

（2

）
冨
c
c
o
E
5
F国
4
同E
Z
C

回
蜘
巴
。
（
包
包
－L
2
N
）
二
巧
お
き
何
回
・
回4
8
E
S

抑
制m
p
m叶
（
ω
色
色

4
5

ち
）
山
容8
0

・
3
0

何
回
目
。
。
同
回
目
｝
信
号
回
忌

m
w
Bロ
号
可
9
2

開
i
含
ロ
ロ
冊
目
〉
g
Z
H
S
－
日
間
〉
国4
・
F
－
何
回4
・
む
∞
∞
（
巴
ω
∞
）U
巴
g
m
v
h
w関
口
釘z
q
・
0
5
2

〈
山
口
曲
目
・
。
5
2
C

江
田
o
p

色
同
o
d
z
r
同
刊
号



ω
ω
ω（
巴g
）
山
m
u
a
a
g
z
s
l
J
p
o
p

弘
司
乱
開
巳
g
a

円
己
内
山
8
2

・
3
z
d
『
・
C
・
F
・
切
回4
・
。ω品
（
H
2
3・

（3
）
巧
お
き
E
L
8
2
5
S
N

帥
巴
汗
冨
。
。
。
何
言
。
F
E
M
V
E
B
S
N
m
H∞
G
は
、
他
に
、
時
間
の
浪
費
を
あ
げ
る
。

（4
）
巧
尽
き
自
L
S
E
E
S
N

閣
H
8
・

（5
）
巧

5
5

自
・
田
8
5
g
g
M
m
H
ω
山
田
o
p
冨
。
。
。
国
告
白L
S
g
g
g
M
m
H
8

で
は
、
①
事
件
の
全
体
、
②
計
画
、
企
図
、
共
謀
、
③
類
似
事
件
、
④
性
的

関
係
の
心
理
状
態
、
⑤
偶
然
又
は
過
失
の
不
存
在
、
⑤
動
機
、
⑦
主
観
的
違
法
要
素
、
③
同
一
性
、
＠
司
法
妨
害
罪
の
自
認
、
⑪
証
人
の
弾
劾
の
立
証
を
例
外
と
し
て

い
る
。

（6
）
司
＆
2
9

】
伺
己
申
由
。
同
開t
r
ロ
ロ
0
・
M
M－F
・
。ω
I
S
m－

連
邦
証
拠
規
則
第
四
O
四
条
ω
項
制
定
前
の
状
況

余
罪
の
証
拠
は
、
い
わ
ゆ
る
被
告
人
の
悪
性
格
を
立
証
す
る
た
め
に
は
許
容
さ
れ
な
い
が
、
あ
る
一
定
の
目
的
の
立
証
の
た
め
に
は

許
容
さ
れ
る
と
い
う
の
が
合
衆
国
の
伝
統
的
な
ル
l
ル
で
あ
る
。

(1
) 

こ
の
ル
l
ル
は
、
判
例
の
発
展
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、

一
九
三
0
年
代
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
錯
雑
し
た
状
態

に
あ
っ
た
諸
法
則
を
単
純
化
・
合
理
化
し
よ
う
と
の
意
図
の
も
と
に
提
案
さ
れ
た
「
証
拠
法
」
立
法
化
の
動
き
の
な
か
で
、
他
の
ル
l

ル
同
様
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
主
E
E
S

ロ
ピ
巧

H
Z
E
己
O
）
の
模
範
証
拠
法
典
（
冨
。
窓
口
＆o
a

回
乱
仏g
g

）

余罪の証拠（安富）

第
三
一
一
条
は
、

「
第
三O
六
条
に
基
づ
き
、
あ
る
人
が
特
定
の
機
会
に
犯
罪
も
し
く
は
民
事
上
の
不
法
行
為
を
犯
し
た
証
拠
は
、
そ
の
証
拠

が
こ
の
よ
う
な
犯
罪
も
し
く
は
不
法
行
為
を
犯
す
性
癖
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
又
は
、

一
般
的
に
犯
罪
も
し
く
は
不
法

行
為
を
犯
す
性
癖
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
の
み
関
連
性
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
ば
あ
い
に
は
、
他
の
機
会
に
犯
し
た
犯
罪
も
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し
〈
は
民
事
上
の
不
法
行
為
を
－
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
。
」



と
し
て
い
る
。

こ
の
模
範
証
拠
法
典
で
と
ら
れ
て
い
る
考
え
方
は
、
関
連
性
の
あ
る
証
拠
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
許
容
さ
れ
る
も
の
と
す
る
が
、
た
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同
ヘ
関
連
性
の
あ
る
証
拠
を
許
容
す
る
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
著
し
い
時
間
の
浪
費
、
陪
審
へ
の
不
当
な
偏
見
、
争
点
の
混
乱
、

陪
審
の
誤
導
や
当
事
者
へ
の
不
当
な
不
意
打
と
い
っ
た
危
険
性
が
証
拠
価
値
よ
り
も
大
き
い
と
き
に
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
よ
り
証
拠

か
ら
排
除
さ
れ
う
る
（
第
三
O
三
条
）
の
で
あ
っ
て
、
悪
性
格
の
証
拠
も
排
除
さ
れ
う
る
一
つ
の
典
型
で
あ
る
（
第
三
O
六
条
）
と
の
前
提

で
、
余
罪
の
証
拠
を
被
告
人
の
悪
性
格
を
立
証
す
る
た
め
の
証
拠
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

模
範
証
拠
法
典
の
主
報
告
者
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
モ
I

ガ
ン
（
盟
E
B

仏
冨
・
冨
号
窓
口
）
は
、「
あ
る
人
が
、
あ
る
一
つ
の

犯
罪
を
犯
し
た
と
い
う
証
拠
の
証
拠
価
値
は
、
彼
が
一
般
的
に
犯
罪
を
犯
し
や
す
い
と
い
う
性
向
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
証
拠
と
し
て

は
わ
ず
か
の
価
値
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
特
定
の
犯
罪
を
犯
し
た
と
い
う
証
拠
は
、
そ
の
種
の
犯
罪

を
く
り
か
え
し
犯
す
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
ば
あ
い
に
か
な
り
の
価
値
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
被
告
人
の
性
向
を
示
す
他
の
証

拠
が
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
な
ら
、
と
の
性
向
を
示
す
情
況
証
拠
も
同
じ
よ
う
な
取
扱
い
を
う
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
ま
た
明
白
で
あ
る
。
」
と
説
明
す
る
。

こ
の
、
模
範
証
拠
法
典
で
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
悪
性
格
の
性
向
を
立
証
す
る
こ
と
は
禁
じ
て
い
る
が
、
余
罪
の
証
拠
を
そ
れ
以

し
か
し
、
同
条
に
付
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
で
は
、
動
機
、
意
図
、

(4
) 

準
備
、
計
画
又
は
同
一
性
の
証
明
の
た
め
に
余
罪
の
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
の
を
否
定
し
て
は
い
な
い
、
モ
l
ガ
ン
も
本
条
は
余
罪
の
証

外
の
目
的
に
使
っ
て
よ
い
か
は
明
文
上
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。

拠
が
性
向
の
証
明
以
外
に
関
連
性
を
有
し
許
容
さ
れ
る
ば
あ
い
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
見
解
に
た
っ
て
、
行
為
者
の
同
一

性
、
違
法
な
行
為
を
な
し
う
る
能
力
、
動
機
、
意
図
、
企
画
も
し
く
は
計
画
、
違
法
の
認
識
、
事
件
が
同
時
に
起
っ
た
も
の
で
な
い
こ

と
、
偶
然
も
し
く
は
錯
誤
を
－
証
明
す
る
ば
あ
い
又
は
訴
追
さ
れ
た
違
法
行
為
の
一
部
も
し
く
は
そ
の
準
備
を
“
証
明
す
る
ば
あ
い
文
は
違



<5v

法
で
な
い
行
為
も
し
く
は
法
的
に
非
難
さ
れ
な
い
生
活
で
あ
る
と
の
主
張
を
否
定
す
る
ば
あ
い
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

一
九
五
三
年
に
公
表
さ
れ
た
統
一
州
法
委
員
全
国
会
議
（
Z
住
吉
乱
。
。
巳
母

8
8

え
の
。
百
回
富
山
O
H
M
S
s
d
E
2
5

の
統
一
証
拠
規
則
（
d
a
ぜ
5

一
何
回
目
。
田
氏
出
乱
含
ロg
）

m
g
g
m
F
p
d司
巴
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
2
5
0ユ
g
ロ
国
号
〉
詔

S
F
2
8
）

第
五
五
条
で
は
、

「
第
四
七
条
に
基
づ
き
、
あ
る
特
定
の
機
会
に
犯
し
た
犯
罪
な
い
し
民
事
上
の
不
法
行
為
の
証
拠
は
、
被
告
人
が
別
の
機
会

に
別
の
犯
罪
や
民
事
上
の
不
法
な
行
為
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
推
論
す
る
基
礎
と
し
て
犯
罪
や
民
事
上
の
不
法
行
為
を

犯
す
性
向
を
証
明
す
る
た
め
に
は
許
容
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
第
四
五
条
お
よ
び
第
四
八
条
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
証
拠

は
、
錯
誤
も
し
く
は
偶
然
で
な
い
こ
と
、
動
機
、
故
意
、
準
備
、
計
画
、
認
識
、
同
一
性
な
ど
に
関
す
る
そ
の
他
の
実
体
的

事
実
を
－
証
明
す
る
関
連
性
を
有
す
る
と
き
に
は
許
容
さ
れ
る
。
」

と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
統
一
証
拠
規
則
で
は
、
模
範
証
拠
法
典
で
採
用
さ
れ
た
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
悪
性
格
の
立
証
排
除
の
原

則
を
こ
こ
で
も
と
り
い
れ
る
と
と
も
に
、
模
範
証
拠
法
典
で
は
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
そ
れ
以
外
の
一
定
の
目
的
の
た
め
に
余
罪
の
証

拠
に
よ
る
立
証
を
許
す
こ
と
を
明
定
し
た
。

余罪の証拠（安富）

統
一
証
拠
規
則
五
五
条
は
、
模
範
証
拠
法
典
第
三
一
一
条
を
よ
り
明
確
に
し
た
も
の
と
性
格
づ
け
ら
れ
よ
う
が
、

た
ど
、
同
条
の
コ

メ
ン
ト
も
い
う
よ
う
に
、
本
条
で
許
容
さ
れ
る
例
外
的
事
由
を
あ
げ
た
の
は
、
そ
れ
が
全
て
で
あ
る
か
は
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
し
、
む
し
ろ
例
示
列
挙
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
証
拠
法
」
立
法
化
へ
の
動
き
の
な
か
で
余
罪
の
証
拠
に
関
す
る
ル
l

ル
も
明
文
化
さ
れ
る
努
力
が
払
わ
れ
た
が
、
そ
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れ
ら
は
、
「
モ
デ
ル
」
で
あ
っ
た
の
で
制
定
法
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
各
法
域
で
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
残
念
な



こ
と
に
連
邦
の
法
域
で
は
、
こ
れ
ら
「
モ
デ
ル
」
法
典
を
制
定
法
と
し
て
採
用
す
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

（1
）
容
。
ロ
0
・
4
V
O一
何
回
目
冊
。
同
国
M
O
Z
回
目
。
ロa
g
E

ロ
号
吋
m
F
b什
回
丘
円
四OH
M
S
一
〉
g
o

ユ
o
p
m
H出
〉
回4
・
F
・
何
回
司
一
一
・

ω
∞
∞
・8
ω

（
巴ω
∞
）
・

（2
）
〉
富
一M
H
H
E
Z
F
〉
司

H
Z田2
2
1
B

－
冨
o
u
F
C
O
U回
。
『
回
4
H
U回
Z
C
凶
（s
i
s－

（3
）
冨
S
E
F

回
5
0
M
M
M
W
O

回
E

露
。
『
回
当
日
z
。
F
H
∞ω

（H
8
6・

（4
）
〉
・
「
「
冨
o
u
p
c
o
u国
自
問

4

包
囲
冨
の
回
閣
ω
H
Y
C。5
5
0
E

（H
定
日
）
・

（5
）
冨

S
E
F
E
M
M
g
g
g
ω
E
H
∞
。
・

（6
）
F
2
2
p
g
z

自
国
E
S
S

凸
0
5
5
H
2
5
2
3
5
z
m
E

自

C
4
3
2
0
4
出
回
〉
富
2
2
F

国

K
5
3
Z
2
2
3
5
Z
F
g
g

回
4
5
E
S

（
一
戸
市

w
m
ω）
・

（7
）
E
・
m
g
・
。
。g
g
g

仲
（S
m
ω）
・
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連
邦
証
拠
規
則
第
四
O
四
条
川
項
制
定
の
経
緯

付

「
連
邦
証
拠
規
則
」
制
定
の
経
緯

証
拠
法
則
に
つ
い
て
統
一
的
証
拠
法
規
が
な
く
複
雑
で
不
安
定
な
状
況
に
あ
っ
た
連
邦
法
域
で
は
、
早
く
か
ら
統
一
さ
れ
た
明
確
な

「
証
拠
法
」
の
立
法
化
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
や
っ
と
一
九
六
0
年
代
に
な
っ
て
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
規
則
制
定
の

動
き
と
な
っ
て
結
実
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
六
一
年
三
月
一
三
・
一
四
日
に
開
か
れ
た
連
邦
司
法
会
同
G
昆
在
色
。
。
ぇ
2
8
g

昆

s
o
d
a
g
仏
m
g
g
m）
に
お
い
て
、

訴
訟

法
規
お
よ
び
手
続
き
に
関
す
る
規
則
常
任
委
員
会
（
m
g
E
宮
内
Q
5
5
5
2
8

何
回
目
。
田
えP
S
2
0
0
伊
豆

p
s
a

日
。
）
か
ら
の
「
証
拠
規

則
」
制
定
の
提
案
を
承
認
、
最
高
裁
長
官
ア
l

ル
・
ウ
ォ
1

レ
ン
自
主
巧

9
3
8

）
に
対
し
、
証
拠
規
則
制
定
の
可
否
に
つ
い
て
審
議

答
申
す
る
諮
問
委
員
会
広
島

i
g
q
S
S
E
－2
2
8
F
H
H
g
a

回
i
r
s
o
）

を
設
置
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
ウ

ォ
I

レ
ン
長
官
は
、
同
年
五
月
一
七
日
、
イ
ェ

l

ル
大
学
教
授
ム
l

ア

C
g
s

ヨ
E
g

冨
8
3

〉
を
委
員
長
と
す
る
連
邦
裁
判
所
統



一
証
拠
規
則
制
定
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
∞
窓
口
同
巳2
5
5
5
2
Z
Z

宮
ユ

8
5
0

包
i
s
z
ロ
許
可P
E
P
S

笠
宮
匂
え
笹
田
苫

g
g

え

d
E
r
吋
留
一
切
己g
a

出
」
忌8
8

山
口
p
o
吋
包
O
B
H
C
。
ロ
ユ
m
）
を
設
け
、
つ
い
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
教
授
グ
リ
ー
ン
2
g
s
g

円
の
『
o
o
p

P

）
を
報
告
者
に
任
命
し
た
。

同
委
員
会
は
、
グ
リ
ー
ン
の
報
告
を
中
心
に
検
討
し
た
結
果
、
同
年
一
二
月
一
一
目
、

「
1

、
連
邦
裁
判
所
で
適
用
さ
れ
る
証
拠
規
則
は
改
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

2

、
全
て
の
連
邦
裁
判
所
に
統
一
し
た
証
拠
規
則
の
制
定
は
望
ま
し
く
あ
り
実
現
可
能
で
あ
る
。
」

<4
)

と
の
答
申
を
全
員
一
致
で
行
な
っ
た
。

こ
の
答
申
は
、
グ
リ
ー
ン
の
報
告
書
と
と
も
に
意
見
聴
取
の
た
め
各
方
面
に
配
布
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
と
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
検
討
し

た
う
え
で
、

一
九
六
三
年
三
月
常
任
委
員
会
お
よ
び
司
法
会
同
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、

ウ
ォ
1

レ
ン
長
官
は
、
さ
っ
そ
く
具
体
的
立
案
作
業
に
入
る
た
め
に
諮
問
委
員
会
委
員
お
よ
び
報
告
者
を
任
命
す
る
手
続

を
委
員
長
に
一
五
名
の
委
員

に
移
っ
た
。

一
九
六
五
年
三
月
八
日
、
イ
リ
ノ
イ
州
法
律
家
協
会
の
ジ
ェ
ン
ナ
l

（k
g
吋
仲
間
－
F
5
2

）

と
イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授
グ
レ
ア
リ
1

（
思
詩
句
仏
当
－
c
u
詩
句
）
を
報
告
者
と
し
て
諮
問
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、同
年
六
月
一
八
日
か
ら

一
九
六
八
年
二
一
月
一
四
日
ま
で
の
間
約
三
年
六
カ
月
に
わ
た
り
集
中
的
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
、
全
条
文
に
つ
い
て
の
諮
問
委
員
会

余罪の証拠（安富）

で
の
承
認
を
へ
て
予
備
草
案
が
作
成
さ
れ
、
翌
一
九
六
九
年
一
月
三
O
目
、
こ
の
案
は
常
任
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
た
。

同
年
三
月
三
一
目
、
常
任
委
員
会
は
こ
の
予
備
草
案
を
裁
判
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
方
面
へ
回
布
し
、
ひ
ろ
く
意
見
を
求
め
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
意
見
や
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
再
び
諮
問
委
員
会
は
、

一
九
七
O
年
五
月
お
よ
び
八
月
、
通

算
一
O
日
を
こ
九
る
検
討
委
員
会
を
二
度
開
催
し
、
多
く
の
修
正
を
施
し
た
う
え
修
正
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
修
正
案
は
、
同
年
一
O
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月
に
関
か
れ
た
常
任
委
員
会
の
承
認
を
え
て
、
同
案
は
公
布
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
勧
告
が
付
さ
れ
て
最
高
裁
へ
提
出
さ
れ
た
が
、



最
高
裁
の
態
度
は
慎
重
で
、
さ
ら
に
意
見
聴
取
を
図
る
た
め
に
司
法
会
同
へ
差
し
戻
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
う
け
た
常
任
委
員
会
は
、

一
九
七
一
年
三
月
一
五
目
、
修
正
案
の
回
布
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
司
法
省
を
は
じ

420 

め
と
し
て
識
者
や
諸
機
関
か
ら
多
数
の
音
山
見
・
提
案
が
ょ
せ
ら
れ
た
。
諮
問
委
員
会
お
よ
び
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ら
を
検
討
の
う
え

さ
ら
に
修
正
を
加
え

一
九
七
一
年
一
O
月
、
最
終
案
を
作
成
、
司
法
会
同
の
承
認
を
え
て
、
再
度
、
最
高
裁
へ
同
案
の
公
布
を
提
案

し
た
。

こ
う
し
て
一
九
七
二
年
一
一
月
二
O
目
、
最
高
裁
長
官
ウ
ォ
i

レ
ン
・
パ
1
ガ
！
（
巧
局
窓
口
回
再
開
。
『
）
は
、
一
九
七
三
年
七
月
一
日

を
発
効
日
と
し
て
右
の
案
を
最
高
裁
規
則
原
案
と
し
て
の
「
連
邦
証
拠
規
則
」
と
し
て
公
布
し
、
翌
一
九
七
三
年
二
月
五
目
、一
六
八

頁
か
ら
な
る
右
原
案
お
よ
び
諮
問
委
員
会
の
理
白
書
を
議
会
に
提
出
し
た
。

ハ
1
ガ
l

長
官
か
ら
最
高
裁
規
則
原
案
の
提
出
を
う
け
た
議
会
は

一
九
七
三
年
二
月
七
日
、
ま
ず
ハ
ン
ゲ
イ
ト
（
司

g
p
s
r

国
H皆
相
官
宮
）
を
委
員
長
と
す
る
下
院
司
法
委
員
会
刑
事
司
法
小
委
員
会
信
号gE
5
5
8
8
C

ユ
B
Z
巴

p
m
江
o
o
a
F
O
C
O
S
B

ロ
g
o

。
ロ

吾
＠

1『
丘
一
色
号
制
可
。
同

F
o

図
。d
m
o
。
片
岡
酬
の
官
g
g
g

許
可
o
m）
に
お
い
て
聴
開
会
を
聞
き
、
二
月
七
・
八
・
二
二
・
二
八
、
三
月
九
・
一
五
日
の

六
日
間
に
わ
た
り
二
八
人
の
証
人
か
ら
の
証
言
を
え
て
審
議
し
た
の
ち
六
O
O
頁
に
の
ぼ
る
記
録
を
作
成
、
三
月
二
一
日
か
ら
六
月
二

一
一
日
ま
で
の
間
一
七
回
に
わ
た
っ
て
補
筆
の
た
め
の
会
合

B
o
r
g
匂
窓
富
山
。
ロ
を
聞
き
、
六
月
二
人
目
、
小
委
員
会
案
を
作
成
し
た
。

問
委
員
会
は
さ
ら
に
五
回
の
補
筆
の
た
め
の
会
合
を
聞
き
検
討
修
正
を
加
え

一
O
月
一
O
目
、
小
委
員
会
修
正
案
を
司
法
委
員
会

（
！ze
o
Z
H
C。
s
g
H仲g
o
）
に
報
告
し
た
。

一
O
月
一
六
・
一
八
、

一
一
月
六
日
に
開
か
れ
た
司
法
委
員
会
で
こ
の
案
は
審
議
さ
れ
、

L 、

く
つ
か
の
点
で
修
正
を
施
し
た
う
え
下
院
に
上
程
さ
れ
た
。

一
九
七
四
年
二
月
六
日
、
下
院
は
、
こ
の
案
を
可
決
、
上
院
に
回
付
し
た
。

」
れ
を
受
け
た
上
院
は

一
九
七
四
年
七
月
四
・
五
日
の
上
院
司
法
委
員
会
（

m
g
E
C
5
5
8
5
2

己
で
の
審
議
を
ヘ



て

一
一
月
二
二
日
に
本
会
議
で
可
決
し
た
。

た
工
、
こ
の
案
は
、
最
高
裁
規
則
原
案
に
も
ど
す
形
で
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
後
、

一
二
月
一
一
・
一
二
日
の
両
院
協
議
会
（
出
。go
伊
豆
∞
8
9
2
8

ロ
皆
吋8
8

）
で
の
審
議
の
結
果
、
や
や
上
院
よ
り
の
妥

協
が
図
ら
れ

一
二
月
一
六
日
、
下
院
で
、
同
一
入
目
、
上
院
で
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た
。

そ
し
て

一
九
七
五
年
一
月
二
目
、
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
が
批
准
し
、
同
年
七
月
一
日
発
効
し
た
の
で
あ
っ
た
。

。

第
四
O
四
条
ω
項
制
定
の
経
緯

こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
成
立
し
た
連
邦
証
拠
規
則
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
、
第
四
O
四
条
ω
項
で
、

「
起
訴
又
は
請
求
に
係
る
事
実
以
外
の
犯
罪
、
不
正
行
為
又
は
素
行
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
よ
り
性
格
を
証
明
し
、
も
っ
て
そ

の
性
格
に
応
じ
た
行
動
を
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。た
だ
し
、
そ
の
他
の
目
的
、
例
え
ば
、
動
機
、
機

会
、
意
図
、
準
備
、
計
画
、
知
識
、
同
一
性
、
又
は
錯
誤
も
し
く
は
偶
然
の
不
存
在
な
ど
の
立
証
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は

許
容
さ
れ
う
る
。
」

と
規
定
し
て
い
る
。

本
条
を
め
ぐ
っ
て
は
、

一
九
七
一
年
三
月
の
修
正
案
と
一
九
七
二
年
一
一
月
の
最
終
案
と
の
間
で
、
但
書
に
つ
い
て
、
「
そ
の
他
の

目
的
の
立
証
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
う
る
（
ロ
s
ミ
－
Z
3
4
3

・
Z

包
邑
注
げ
宮
崎
号
。

5
2

宮
弓
S
O
i

－
－
・
）
」
と
さ
れ
て
い

た
の
が
、
「
本
項
は
、
：
：
：
そ
の
他
の
目
的
の
立
証
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
と
き
当
該
証
拠
を
排
除
し
な
い
（
巴
ぽ
E
E
E

回
目
。
ロ
号a
g

酔

余罪の証拠（安富）

O
M
O
H
g
仏
＠
け
V
0
0
4日
仏
∞
ロ
ロ
0
4
F
S

。
同
⑦
吋a
i

－
－
・
）
」
と
修
正
さ
れ
た
の
に
関
し
て
議
論
が
か
わ
さ
れ
た
。
結
局
、
下
院
小
委
員
会
で
再
び
も

と
の
条
文
規
定
に
も
ど
き
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
経
過
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
六
九
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
予
備
草
案
は
、
関
連
性
の
あ
る
証
拠
（
第
四O
一
条
）
は
許
容
さ
れ
る
が
（
第
四O
二
条
）
、
不
公
正
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な
偏
見
、
争
点
の
混
乱
、
陪
審
の
誤
導
、

不
当
な
遅
延
、
時
間
の
浪
費
、
重
複
証
拠
の
不
必
要
な
提
出
な
ど
の
弊
害
が
あ
る
と
き
は
、



そ
の
証
拠
は
排
除
さ
れ
る
（
第
四
O
三
条
）
と
の
ル
l

ル
を
前
提
に
、
性
格
証
拠
に
関
し
て
不
当
な
偏
見
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と

か
ら
原
則
と
し
て
許
容
さ
れ
え
な
い
と
し
（
第
四
O
四
条
例
項
）
、
余
罪
に
関
す
る
証
拠
も
、
動
機
、
機
会
、
意
図
、
準
備
、計
画
、
知

422 

識
、
同
一
性
、
錯
誤
又
は
偶
然
の
不
存
在
な
ど
の
立
証
の
目
的
以
外
に
被
告
人
の
悪
性
格
を
立
証
す
る
た
め
に
は
許
容
さ
れ
え
な
い
と

の
ル
l
ル
を
明
ら
か
に
し
、
右
に
の
ベ
た
第
四

O
四
条
ω
項
と
同
じ
表
現
の
規
定
を
設
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
は
一
九
七
一
年
三

月
の
修
正
案
で
も
そ
の
ま
ま
同
じ
く
採
用
さ
れ
た
。

諮
問
委
員
会
の
理
白
書
に
よ
れ
ば

一
般
に
、
性
格
証
拠
が
問
題
と
な
る
の
は
、
性
格
そ
れ
自
体
が
犯
罪
の
構
成
要
件
又
は
民
事
上

の
請
求
原
因
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
ば
あ
い
（
o
E
5
0
5
z
g
g

）
と
、
情
況
証
拠
と
し
て
の
ば
あ
い
な
宮
g
E
5
E

）
と
が
あ
る

が
、
予
備
草
案
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
許
容
性
に
関
す
る
明
文
の
規
定
を
直
接
設
け
る
こ
と
を
せ
ず
、
後
者
に
つ
い
て
第
四

O
四
条
に

お
い
て
原
則
と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
例
外
と
し
て
、
付
被
告
人
が
適
法
に
善
良
な
性
格
証
拠
を
提
出
し
た
ば
あ

い
の
検
察
側
の
反
証
と
し
て
、
。
殺
人
罪
で
の
正
当
防
衛
、
強
姦
罪
で
の
被
害
者
の
同
意
な
ど
被
告
人
が
被
害
者
の
性
格
証
拠
を
適
法

に
提
出
し
た
ば
あ
い
の
検
察
側
の
反
証
と
し
て
、
同
証
人
に
対
ず
る
弾
劾
証
拠
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
被
告
人
の
悪
性
格
の
証
拠
を
提
出

し
う
る
と
し
た
う
え
、
こ
の
ル
l
ル
を
さ
ら
に
詳
細
な
も
の
と
す
る
た
め
に
余
罪
に
つ
い
て

ω
項
を
設
け
、
例
項
に
よ
れ
ば
余
罪
の
証

拠
は
あ
る
特
定
の
機
会
に
そ
の
性
格
に
応
じ
た
行
動
を
と
っ
た
こ
と
を
推
論
す
る
基
礎
と
し
て
性
格
を
－
証
明
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
以
外
の
法
規
が
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
目
的
の
立
証
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
、
動
機
な

(7
) 

ど
の
立
証
の
た
め
に
は
余
罪
の
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
う
る
と
し
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
諮
問
委
員
会
の
説
明
は
、
す
で
に
の
べ
た
い
わ
ゆ
る
多
元
的
許
容
性
の
法
理
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。た
ど
、
こ
こ

で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
「
余
罪
の
証
拠
は
、
：
：
：
許
容
さ
れ
う
る
（
自
宅
）
。
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
e

こ
の
よ
う
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
許
容
性
に
つ
い
て
の
判
断
を
裁
判
官
の
裁
量
に
委
ね
る
も
の
で
あ
り
、



い
か
な
る
基
準
を
設
け
て
判
断
す
る
の
か
の
問
題
が
あ
る
。
諮
問
委
員
会
は
、
第
四
O
三
条
例
項
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
証
明
方
法
の
代

替
性
や
そ
の
他
の
要
素
を
考
え
証
明
力
よ
り
も
不
当
な
偏
見
を
招
く
お
そ
れ
の
方
が
実
質
的
に
大
き
い
か
ど
う
か
を
比
較
衡
量
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
結
局
、
証
拠
価
値
及
び
証
拠
の
必
要
性
と
誤
判
の
お
そ
れ
と
い
う
被
害
の
利
益
衡
量
で
あ

り
基
準
と
し
て
明
確
で
あ
る
か
疑
問
を
す
て
き
れ
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
疑
問
は
、
一
九
七
一
年
三
月
の
修
正
案
に
対
す
る
各
方
面
か
ら

の
意
見
に
み
ら
れ
た
。

そ
こ
で
諮
問
委
員
会
は
検
討
を
加
え
た
結
果
、

一
九
七
二
年
一
一
月
の
最
高
裁
規
則
原
案
で
あ
る
最
終
案
で
は
、
後
段
に
つ
い
て
、

「
本
項
は
：
：
：
そ
の
他
の
目
的
の
立
証
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
と
き
に
は
当
該
余
罪
の
証
拠
を
排
除
し
な
い
S
F
U
S
E
E
a
g
a
g

田

回
。
仲
良
ロ
】HH仏o
s
o
o
i

仏
8
2
4

『
｝
戸
g
a
p
g

仏
：
：
：
〉
」
と
文
言
を
改
め
た
の
で
あ
っ
た
。

諮
問
委
員
会
の
理
白
書
も
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
っ
て
悪
性
格
の
立
証
以
外
の
目
的
の
た
め
に
許
容
さ
れ
る
ば
あ
い
の
あ
る
こ
と
を
認

め
た
う
え
で
、
「
こ
の
よ
う
な
ば
あ
い
、
本
条
は
、
余
罪
の
証
拠
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
最
終
案
は
、

一
九
七
三
年
二
月
五
日
、
最
高
裁
長
官
パ
l
ガ
ー
に
よ
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
下
院
司
法
委
員
会
刑
事
司

法
小
委
員
会
で
の
審
議
に
お
い
て
、
そ
の
変
更
点
が
問
題
と
さ
れ
た
。

一
九
七
三
年
二
月
八
日
に
関
か
れ
た
同
小
委
員
会
で
の
聴
開
会
で
、
委
員
長
ハ
ン
ゲ
イ
ト
の
質
問
に
対
し
て
証
言
し
た
ニ
ュ
l
ヨ
l

余罪の証拠（安富）

は
、
同
項
に
つ
い
て
、
修
正
案
か
ら
最
終
案
へ
の
文
言
の
変
更
は
重

大
な
変
更
で
あ
る
の
に
十
分
な
意
見
表
明
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
疑
義
を
の
べ
た
の
を
は
じ
め
、

グ
市
法
律
家
協
会
の
マ
グ
ロ
l
リ
ン

（
旬
。
田
8
F
H

冨
ο
F
m
g
m
y
ロ
ロ
）

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の

ワ
シ
ン
ト
ン
法
律
家
協
議
会
（
巧
g
y
Z
1
8
C
5
0
ロ

a
F
9
3
6
5
）

(m
) 

証
拠
規
則
の
一
つ
で
あ
る
と
証
言
し
て
い
る
。

の
ハ
ル
パ
l
ン
（

2
9
ユ
S
F

同
巳
宮
日
）
も
議
論
の
余
地
の
あ
る
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ひ
き
つ
づ
き
二
月
二
二
日
に
開
か
れ
た
小
委
員
会
で
は
、
第
二
巡
回
連
邦
控
訴
裁
判
所
判
事
フ
レ
ン
ド
リ
1
2
0
号
匂
匂
－F
E

－
－
芯



が
証
言
し
た
が
、
彼
は
準
備
し
て
き
た
陳
述
書
に
お
い
て
、
第
四

O
四
条
ω
項
は
、
「
被
告
人
が
悪
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

証
明
す
る
た
め
だ
け
に
提
出
さ
れ
る
ば
あ
い
を
の
ぞ
い
て
余
罪
の
証
拠
を
許
容
す
る
と
い
う
『
連
邦
法
』
を
採
用
し
た
も
の
な
の
か
、
424 

余
罪
の
証
拠
が
訴
因
事
実
に
関
連
す
る
あ
る
特
定
の
性
癖
を
証
明
す
る
と
い
う
こ
と
を
命
じ
て
い
る
規
則
を
採
用
し
た
も
の
な
の
か
ど

ち
ら
で
あ
ろ
う
か
？
」
と
の
ベ
、
本
項
の
性
格
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
委
員
会
は
、

四
月
五
目
、
諮
問
委
員
会
の
報
告
者
で
あ
り
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
教
授
と
な
っ
た
ク
レ
ア
リ
1

に
対
し
、
第

四
O
四
条
似
項
の
修
正
案
か
ら
最
終
案
の
文
言
の
修
正
に
つ
い
て
、
「
当
委
員
会
は
、
一
九
七
一
年
三
月
案
と
現
在
の
案
と
の
文
言
の

変
更
は
極
め
て
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
最
初
の
見
解
の
方
が
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
証
拠
法
の
表
現
に
よ

り
近
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
ご
意
見
を
賜
り
た
い
」
旨
の
質
問
書
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、

ク
レ
ア
リ
ー
か
ら
、

四
月

一
三
目
、
「
変
更
の
目
的
は
第
八
O
三
・
八
O
四
条
に
示
さ
れ
た
伝
聞
法
則
の
例
外
規
定
で
の
叙
述
に
一
致
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
他

の
規
定
に
よ
れ
ば
異
議
の
申
立
て
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
さ
け
よ
う
と
の
表
現
形
式
を
と
る
に
あ
た
っ
て
必
要
で
あ
る
。
言
葉

づ
か
い
の
う
え
で
の
こ
の
変
更
は
諮
問
委
員
会
の
考
え
方
に
お
け
る
変
更
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

一
つ
の
は
っ
き
り
し
た
見

<uv

解
が
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
文
言
の
変
更
は
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
法
律
家
協
会
連
邦
裁
判
所
委
員
ヘ
ラ
l

シ
ュ
テ
ィ
ン

S
Z
ロ
同
・
出
島

o
a
E

己
か

ら
も
最
終
案
の
文
言
で
は
な
く
最
初
の
案
の
よ
う
に
戻
す
よ
う
委
員
長
宛
の
書
簡
に
よ
る
意
見
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

き
ら
に
、

五
月
一
O
日
に
は
、

こ
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
小
委
員
会
は
、
六
月
二
人
目
、
最
終
案
で
の
「
排
除
し
な
い
」
と
の
表
現
を
予
備
草
案
及
び
修
正
案
で
の

「
許
容
さ
れ
う
る
」
と
の
表
現
に
再
び
修
正
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
小
委
員
会
案
に
対
し
て
は
、
各
方
面
か
ら
賛
否
両
論
の
意
見
が
あ
ら
た
め
て
ょ
せ
ら
れ
た
。

学
界
か
ら
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
教
授
グ
ラ
ハ
ム
（
同

8
5
5

巧
・
の
B
E
g

－
－
F）
お
よ
び
メ
イ
ン
州
民
事
訴



訟
規
則
の
起
草
者
で
あ
り
メ
イ

γ
州
証
拠
規
則
制
定
諾
問
委
員
会
顧
問
で
も
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
（
宮
内E
昆
出
・

5
0
5
）
か
ら
批
判
的
な

ヨ
メ
ン
ト
が
ょ
せ
ら
れ
た
。

グ
ラ
ハ
ム
に
よ
れ
ば
、
「
よ
り
重
要
な
の
は
悲
し
い
か
な
起
訴
さ
れ
て
い
な
い
犯
罪
事
実
の
証
明
に
関
し
て
の
現
実
的
規
則
を
新
た

に
設
け
る
こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
連
邦
控
訴
裁
判
所
で
の
事
件
で
し
ば
し
ば
登
場
し
て
く
る
証
拠
上
の
争
点
で

あ
る
。
そ
れ
は
一
般
市
民
や
刑
事
被
告
人
に
と
っ
て
不
公
正
な
も
の
で
あ
る
。
現
在
そ
の
不
公
正
な
ル
！
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
る
の

で
、
検
察
官
は
あ
る
犯
罪
を
起
訴
し
て
お
き
、
審
理
期
間
中
、
被
告
人
に
答
弁
の
段
階
で
告
知
さ
れ
ず
、
証
拠
開
示
や
捜
査
手
続
を
通

し
て
も
知
り
う
る
こ
と
の
な
い
が
ゆ
え
に
大
陪
審
で
は
決
し
て
認
め
ら
れ
な
い
余
罪
の
証
明
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
訴
訟
手
続
を
支
持
す
る
た
め
の
論
理
は
、
被
告
人
が
争
う
こ
と
さ
え
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
よ
う
な
犯
罪
事
実
の

あ
る
要
素
を
余
罪
の
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
証
明
の
真
の
目
的
は
、
起
訴
さ
れ
な
か
っ
た
犯
罪

に
つ
い
て
陪
審
が
被
告
人
を
有
罪
と
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

小
委
員
会
が
実
務
と
学
説
と
を
一
致
さ
せ
よ
う
と
現
在
の
ル
1

ル
を
締
め
つ
け
よ
う
と
し
な
い
の
な
ら
、
少
な
く
と
も
、
検
察
官
は

余
罪
の
証
明
の
意
図
を
告
知
し
被
告
人
が
望
む
な
ら
余
罪
が
関
連
性
を
有
す
る
犯
罪
の
構
成
要
件
要
素
を
明
ら
か
に
す
る
機
会
を
与
え

る
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
擬
制
を
全
く
す
て
き
り
被
告
人
は
悪
人
で
あ
る
か
疑
わ
し
い
人
間
で
あ
る
と

余罪の証拠（安富）

い
う
こ
と
で
有
罪
と
す
る
よ
う
に
証
拠
法
を
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
の
論
理
は
訴
訟
経
済
上
も
法
の
尊
重
と
い
う
視
点
か
ら
も
損

(M
) 

失
の
方
が
大
き
い
。
」
と
の
べ
て
い
る
。

ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
「
表
現
上
の
変
更
は
重
要
で
は
な
い
。
：
：
：
：
：
：
後
者
（
小
委
員
会
の
修
正
に
よ
っ
て
も
と
へ
戻
さ
れ
た
一
九
七

一
年
三
月
の
第
一
次
案
・
修
正
案H
筆
者
注
）
の
方
が
許
容
性
に
よ
り
重
点
を
置
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な

425 

が
ら
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
条
は
、
動
機
の
証
明
な
ど
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
証



拠
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
：
：
：
許
容
性
の
可
否
に
つ
い
て
の
判
断
は
許
容
性
に
関
す
る
そ
の
他
の
ル
1

ル
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
私
が
少
し
ば
か
り
恐
れ
る
の
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
は
小
委
員
会
の
『
許
容
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
な
い
』
と
の
文
言
が
自
分
た

(EV 

ち
に
意
図
さ
れ
て
い
な
い
裁
量
を
与
え
た
も
の
だ
と
誤
っ
て
考
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
」
と
批
判
し
て
い
る
。

426 

一
方
、
実
務
家
の
側
か
ら
は
、
む
し
ろ
好
意
的
な
意
見
も
ょ
せ
ら
れ
て
い
る
。

前
述
の
へ
ラ
1

シ
ュ
テ
ィ
ン
は
、
む
し
ろ
許
容
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
裁
量
的
な
性
格
を
強
調
す
る
の
は
好
ま
し
い
こ
と
だ
と
主
張

し
て
い
る
。
し
か
し
、
検
察
側
か
ら
は
、
関
連
性
の
あ
る
余
罪
の
証
拠
は
積
極
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
だ
と
の
観
点
か
ら
批
判
的
な
意

コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
の
次
長
検
事
事
務
取
扱
検
事
リ
ュ
ッ
ケ
ル
ス
ハ
ウ
ス
（
当
5
3

ロ
何
回
。
E
5
9
5

）
は
、

「
も
し
関
連
性
が
あ
れ
ば
余
罪
の
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
（
ぽ
包E
窓
口
比
⑦
）
と
す
る
の
が
一
般
的
ル
l
ル
で
あ
り
、
通
常
の
排
除
法
則
は

全
く
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
『
許
容
さ
れ
う
る
』
と
い
う
修
正
は
わ
れ
わ
れ
に
は
妨
げ
と
な
る
」
と
の
べ
て
い
る
し
、
同
じ
よ

見
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

う
に
コ
ロ
ラ
ド
州
法
律
家
協
会
か
ら
も
、
民
事
と
刑
事
と
で
そ
の
取
扱
い
を
区
別
し
た
う
え
で
刑
事
で
は
過
去
の
性
格
を
証
明
す
る
行

為
は
積
極
的
に
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
司
法
会
同
常
任
委
員
会
か
ら
は

マ
リ
ス
委
員
長
（
k
g

ユ
回
・
冨
。
江
田
）
が
七
月
三
一
目
、
七
月
一
八
・
一
九
日
に

聞
か
れ
た
諮
問
委
員
会
と
常
任
委
員
会
と
の
合
同
委
員
会
に
お
い
て
下
院
で
の
議
論
を
検
討
し
た
結
果
、
第
四
O
四
条
に
つ
い
て
は
ω

項
に
対
す
る
修
正
に
異
議
を
申
し
立
て
る
も
の
で
は
な
い
旨
の
小
委
員
会
案
の
提
案
に
賛
成
の
意
見
表
明
を
ハ
ン
ゲ
イ
ト
小
委
員
長
宛

<
mpv

に
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

」
の
よ
う
に
し
て
、
小
委
員
会
は
、

一
九
七
三
年
一
O
月
一
O
目
、
最
高
裁
か
ら
提
案
さ
れ
た
最
終
案
に
対
す
る
改
正
案
を
発
表

し
、
第
四
O
四
条
ω
項
但
書
に
つ
い
て
、

一
九
七
一
年
三
月
の
修
正
案
の
文
言
へ
と
も
ど
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
小

委
員
会
の
同
条
に
つ
い
て
の
理
白
書
で
は
、
「
最
高
裁
の
最
終
案
よ
り
許
容
性
に
関
し
て
よ
り
重
点
を
お
い
た
形
を
と
っ
て
い
る
一
九
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七
一
年
案
の
方
が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。
」
と
だ
け
の
べ
ら
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
詳
述
き
れ
て
は
い
な
い
。
同
年
一
一
月
一
五
日
に
公

表
さ
れ
た
同
委
員
会
の
報
告
書
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
辺
。

こ
う
し
て
下
院
刑
事
司
法
小
委
員
会
で
の
審
議
は
終
了
し
、
翌
一
九
七
四
年
二
月
六
日
下
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
上
院
で
審
議
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
上
院
で
は
、
同
年
六
月
四
・
五
日
証
拠
規
則
に
つ
い
て
の
審
議
が
上
院
司
法
委
員
会
合
。
B
5
5
2
8
5
0

p
e
a
p
q
d
E
Z白
白
g
g
m
o
s
g

）
で
行
な
わ
れ
た
が
、
第
四
O
四
条
ω
項
に
つ
い
て
は
、
六
月
五
日
に
証
人
と
し
て
証
言
し
た
連
邦
司

法
省
立
法
部
検
事
総
長
補
佐
ラ
ケ
ス
ト
ロ
ー
検
事
（
巧
・5
ロ
g
己

M
g
w
g可
2

・
）
の
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
委
員
長
a
s
－
－F
旨
S
0
・
出
g
E
E

）

宛
六
月
一
四
日
付
書
簡
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
委
員
会
が
司
法
省
に
対
し
、
第
四O
四
条
ω
項
後
段
で
「
動
機
；
：
：
な
ど
、

そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
は
現
行
の
法
運
用
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
と
い
う

質
問
を
し
た
の
に
対
し
、
ラ
ケ
ス
ト
ロ
ー
は
、

性
が
あ
れ
ば
余
罪
の
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
（
F
O
S
E
8
2
2

包
邑
邑

E
O
）
と
い
う
の
が
一
般
的
原
則
で
あ
り
、
通
常
の
排
除
法
則
は
適

マ
コ

l
ミ
ッ
グ
の
見
解
を
基
礎
に
お
い
て
答
弁
し
、
「
当
局
は
そ
う
考
え
な
い
。
関
連

用
さ
れ
え
な
い
。
：
：
：
現
在
の
法
あ
る
い
は
あ
る
べ
き
法
の
い
ず
れ
も
正
確
に
反
映
し
て
は
い
な
い
。
『
許
容
さ
れ
う
る
』
と
い
う
修

正
は
、
許
容
性
の
存
否
に
つ
い
て
裁
判
所
に
明
ら
か
に
裁
量
的
判
断
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
関
連
性
が
明
白
で
許
容

さ
れ
る
べ
き
証
拠
を
排
除
す
る
結
果
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
不
公
正
な
偏
見
の
お
そ
れ
が
実
質
的
に
証
明
力

余罪の証拠（安冨）

よ
り
も
大
き
い
ば
あ
い
に
だ
け
、
適
法
に
証
拠
排
除
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
試
金
石
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
」
但
書
に
つ
い
て
は
、

「
全
て
を
含
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
当
局
と
し
て
は
、
『
共
同
企
図
』
が
付
加
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
す
る
。
と
い
う
の
は
、

余
罪
の
証
拠
に
よ
る
証
明
が
し
ば
し
ば
あ
る
特
定
の
犯
罪
行
為
や
共
同
企
図
も
し
く
は
計
画
を
立
証
す
る
た
め
に
高
度
の
関
連
性
を
有

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
の
べ
、
但
書
は
「
し
か
し
な
が
ら
、
余
罪
の
証
拠
は
、
動
機
、
機
会
、
音
山
図
、
準
備
、
共
同
企
画
も
し
く427 

は
計
画
、
認
識
、
同
一
性
又
は
錯
誤
も
し
く
は
偶
然
の
不
存
在
の
証
明
に
関
し
て
、
こ
れ
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
他
の
目
的
の



た
ど
し
余
罪
の
証
拠
の
証
明
力
が
実
質
的
に
不
公
正
な
偏
見
の
お
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
再
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
が
ひ
ろ
く
認
め
ら
れ
る
立
場
が
と
ら
れ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
辺
。

た
め
に
許
容
さ
れ
る
。
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し
か
し
上
院
は
、
第
四
O
四
条
ω
項
に
つ
い
て
下
院
原
案
ど
う
り
の
規
定
と
し
一
九
七
四
年
一
一
月
二
二
日
そ
れ
を
可
決
し
た
。

O
月
一
八
日
付
の
報
告
書
は
、

「
本
条
は
、
余
罪
：
：
：
の
証
拠
が
性
格
を
証
明
す
る
た
め
に
は
許
容
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
他
の
一
定
の
目
的
、
例
え
ば
動
機

の
証
明
の
た
め
に
は
許
容
さ
れ
う
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

規
則
そ
れ
自
体
修
正
す
る
必
要
性
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
に
関
し
て
『
許
容
さ
れ
う
る
』
と
い
う

裁
量
的
な
言
葉
を
用
い
て
い
る
の
は
裁
判
官
に
洛
意
的
な
裁
量
権
を
授
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
む
し

ろ
、
余
罪
の
証
拠
の
使
用
を
許
す
と
い
う
観
点
か
ら
第
四O
三
条
に
定
め
ら
れ
た
不
当
な
偏
見
、
争
点
の
混
乱
、
時
間
の
浪

費
と
い
っ
た
諸
要
素
を
基
礎
に
裁
判
官
が
排
除
で
き
る
と
考
え
る
。
」

〈
お
）

と
説
明
し
て
い
る
。

裁
判
官
の
裁
量
に
よ
り
第
四
O
三
条
の
諸
要
素
を
考
慮
の
う
え
余
罪
の
証
拠
を
動
機
な
ど
一
定
の
目
的
の
立
証
の
た
め
に
用
い
る
こ

と
の
許
さ
れ
な
い
ば
あ
い
が
あ
る
こ
と
が
こ
こ
で
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
開
か
れ
た
両
院
協
議
会
で
は
と
く
に
こ
の
点
議
論
さ
れ
る
こ
と
な
く
可
決
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
審
議
経
過
を
へ
て
第
四
O
四
条
ω
項
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
審
議
の
過
程
で
の
争
点
は
、
後
段
で
の
余
罪
証
拠

に
よ
る
立
証
が
許
さ
れ
る
一
定
の
例
外
的
な
目
的
の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
点
も
あ
っ
た
が
、
主
た
る
そ
れ
は
、
「
許
容
さ
れ
う

る
（
宗
g
a
g
E

宮
山
富
山
巴φ）
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
裁
判
所
が
余
罪
証
拠
の
許
容
性
判

断
に
つ
い
て
裁
量
的
判
断
を
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
へ
の
疑
問
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
の
不
当
な
裁
量
権
行
使
を
ど
う



抑
制
す
る
か
、
こ
と
に
、
訴
追
側
に
と
っ
て
は
、
余
罪
の
証
拠
は
悪
性
格
の
立
証
の
た
め
を
の
ぞ
い
て
一
定
の
目
的
の
た
め
の
立
証
に

許
容
さ
れ
る
と
の
立
場
か
ら
裁
判
所
の
裁
量
的
判
断
が
認
め
ら
れ
る
と
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
従
来
許
容
さ
れ
て
き
た
余
罪
証
拠
に
よ
る

一
定
目
的
の
立
証
が
許
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
う
る
し
、
防
禦
側
に
と
っ
て
も
広
く
、
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
が
認
め
ら
れ
う
る

お
そ
れ
が
あ
り
う
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
裁
量
的
に
許
容
性
判
断
が
行
な
わ
れ
る
か
で
あ
る
が
、
予
備
草
案
お
よ

び
修
正
案
の
理
白
書
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
四

O
コ
一
条
の
諸
要
素
が
基
準
と
な
る
と
い
え
よ
う
。
第
四
O
三
条
に
は
、
誤
判
の
お

そ
れ
の
類
型
と
不
当
な
遅
延
の
類
型
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
項
と
の
関
連
で
は
前
者
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
不
公
正
な
偏

見
、
争
点
の
混
乱
も
し
く
は
陪
審
の
判
断
の
誤
導
の
お
そ
れ
が
実
質
的
に
余
罪
の
証
拠
価
値
お
よ
び
証
拠
の
必
要
性
よ
り
大
き
い
と
き

に
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
第
四
O
四
条
ω
項
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
原
理
に
た
っ
て
、
裁
判
官
の
洛
意
的
判
断
を
回
避
し
、

被
告
人
の
利
益
を
ま
も
ろ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

余罪の証拠（安冨）

（1
）
富
。
。s
g
w
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目
。
『
2
4
司
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w
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含
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O
B
H
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E

・
g
・
M
K
F匂
・

別
－U
・
ω
ω
H
0
8
0）
日
一
九
五
七
年
、
第
三
お
よ
び
第
六
連
邦
巡
回
控
訴
裁
判
所
司
法
会
同
で
統
一
的
証
拠
規
則
制
定
の
勧
告
が
さ
れ
（
包
勾

h
E
・
。
。
民
－
H
W
8・

8

・
）
、
翌
五
八
年
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会
で
も
同
様
の
勧
告
が
さ
れ
て
い
る
（
主
〉
・
回
・
〉
・
旬
・
ロ

5
0
8

∞
）
）
。
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何
回
U
U
開
z
h
r
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回
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回
口
固
ま
一

F
H
W
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回
目
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回4
H
E
Z
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回
冨
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z
d
k
p
F
M
l
ω
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巴J日
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そ
れ
ま
で
連
邦
刑
事
訴
訟
規
則
第
二
六
条
（
吋a
s
丘
一
切
巳
g
a
c
Z
E
E

－
P

・

8
0
E
g
m
N
O（
巴
怠
）
が
一
般
的
証
拠
法
則
適
用
の
原
則
を
定
め
る
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
も
、
同
条
が
「
：
：
・
連
邦
裁
判
所
が
理
性
と
経
験
と
に
て
ら
し
て
解
釈
す
る
コ
モ
ン
ロ
ー
の
原
則
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
」
と
し
て
い
た
た
め
、
解
釈

適
用
に
統
一
性
を
欠
き
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
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四

検

討

余
罪
の
証
拠
に
よ
る
悪
性
格
の
立
証
は
許
さ
れ
な
い
が
そ
れ
以
外
の
一
定
の
目
的
の
た
め
に
は
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
を
許
す
と

す
る
第
四
O
四
条
ω
項
は
、
お
よ
そ
関
連
性
の
あ
る
証
拠
は
許
容
さ
れ
る
と
す
る
証
拠
の
許
容
性
に
関
す
る
一
般
原
則
を
定
め
た
第
四

O
二
条
に
対
す
る
例
外
を
定
め
た
第
四
O
三
条
を
さ
ら
に
詳
細
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
O
四
条
ω
項
前
段
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
被
告
人
は
「
悪
性
格
」
を
理
由
に
審
判
さ
れ
な
い
と
の
伝
統
的
コ
モ
ン
ロ
ー
の
原

則
を
立
法
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。

悪
性
格
の
証
拠
に
よ
る
訴
因
事
実
の
認
定
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
の
原
則
は
、
た
と
え
余
罪
が
被
告
人
の
有
罪
無
罪
の
判
断
に
何
ら

か
の
証
明
力
を
有
す
る
と
し
て
も
、
余
罪
の
証
拠
の
提
出
に
よ
っ
て
陪
審
が
被
告
人
に
対
し
て
不
当
な
偏
見
を
い
だ
く
結
果
、
公
平
な

評
決
が
不
可
能
と
な
る
と
い
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
政
策
的
な
理
由
か
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
。
陪
審
員
は
被
告
人
が
「
悪
い
人
間
」
で

あ
り
そ
れ
ゆ
え
処
罰
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
か
、
被
告
人
が
す
で
に
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
ま
た
こ
ん
ど
も
犯
罪
を
犯
し
た

の
だ
と
か
の
理
由
で
有
罪
と
す
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
合
衆
国
で
は
、
余
罪
の
証
拠
に
よ
る
立
証
に
つ
い
て
は
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
、
連
邦
地
方
裁
判
所
東
部
ニ
ュ

余罪の証拠（安冨）

ー
ヨ

l

ク
地
区
首
席
判
事
ワ
イ
ン
ス
テ
ィ
ン
（
針
。
w
F

司
忠
臣
在
ロ
）
お
よ
び
プ
ル
ッ
グ
リ
ン
大
学
教
授
パ
i
ガ
l

（
冨
常
的Ra
k
p
・

回
。
指
南
）
の
共
著
「
ワ
イ
ン
ス
テ
ィ
ン
証
拠
法
」
は
指
摘
す
る
。
一
つ
は
許
容
法
理
宮
己
何
回
目
。

g
q
E
H
O
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

他
は
排
除
法
理
O
M
O
H
g山89

吋
吋
円
巳
。
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
犯
罪
的
性
癖
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
用
い
る
の

で
は
な
い
ば
あ
い
に
、
公
判
で
の
争
点
と
関
連
性
の
あ
る
か
ぎ
り
余
罪
の
証
拠
は
す
べ
て
許
容
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
の
に
対431 

し
、
後
者
は
、
同
一
性
、
動
機
、
共
同
の
計
画
、
企
図
、
認
識
と
い
っ
た
特
定
の
事
実
や
目
的
と
関
連
性
を
有
し
な
い
か
ぎ
り
、
お
よ



そ
余
罪
の
証
拠
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
両
法
理
は
理
論
的
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
H
A許
容
法
理

432 

は
、
許
容
性
を
強
調
す
る
結
果
、
被
告
人
に
対
す
る
不
当
な
偏
見
の
お
そ
れ
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
一
方
、
排
除
法
理
で
は
、
例

外
的
に
余
罪
の
証
拠
に
よ
り
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
ど
こ
ま
で
と
す
る
か
が
明
瞭
で
は
な
い
し
、
例
外
に
あ
た
る
か
ら
と
い
っ
て
機
械
的

に
証
明
力
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
と
い
っ
た
問
題
点
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

第
四
O
四
条
ω
項
は
両
法
理
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
第
四
O
四
条
ω
項
は
、
訴
因
事
実
の
立
証
の
た
め
被
告
人
の
悪
性
格
を

余
罪
に
よ
り
証
明
す
る
ば
あ
い
を
除
い
て
、
そ
の
他
の
一
定
の
た
め
の
立
証
に
関
連
性
の
あ
る
余
罪
の
証
拠
の
許
容
性
を
認
め
う
る
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
許
容
法
理
に
よ
る
弊
害
を
い
か
に
と
り
の
ぞ
く
か
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
こ
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
第
四
O
三
条
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
許
容
さ
れ
う
る
」
と
の
文
言
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
こ
う
し
た
意
味
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
排
除
法
理
に
つ
い
て
も
列
挙
さ
れ
た
許
容
さ
れ
る
諸
目
的
も
例
示
的
な
も
の
で

実
質
的
に
は
第
四
O
三
条
で
の
基
準
に
し
た
が
っ
た
衡
量
に
よ
っ
て
証
明
力
が
他
の
不
利
益
を
う
わ
ま
わ
り
弊
害
が
最
少
限
で
あ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
ば
あ
い
に
許
容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
外
的
事
由
に
あ
た
る
か
ら
と
い
っ
て
不
当
な
偏
見
な
ど
の
お
そ
れ
が
全

(3V 

く
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

結
局
、
第
四
O
四
条
ω
項
に
よ
り
許
容
性
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
許
容
さ
れ
う
る
例
外
事
由
に
あ
た
る
か
ど
う
か
を

判
断
の
う
え
、
第
二
に
、
第
四

O
三
条
に
て
ら
し
て
許
容
さ
れ
な
い
こ
と
は
な
い
か
を
実
質
的
に
判
断
す
る
と
い
う
こ
段
階
の
方
法
が

(4
) 

と
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
上
、
第
四
O
四
条
ω
項
を
め
ぐ
る
議
論
を
規
則
制
定
の
経
過
を
中
心
に
み
て
き
た
が
、
な
お
、
制
定
後
八
年
を
経
過
し
た
今
回
、

運
用
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
判
例
を
中
心
と
し
た
検
討
が
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
規
則
の
制
定
に
よ
り
州
の
状

(5
) 

況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
も
検
討
を
要
す
る
と
い
え
よ
う
。
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